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▲八女市の災害危険箇所(黒木地域拡大図：拡大②) 

▲八女市の災害危険箇所(立花地域拡大図：拡大③) 
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1）伝統的建造物群保存地区の概要 

○八女市では、八女福島と黒木の 2 地域が重要伝統的建造物群保存地区に選定され、保護されていま

す。 

○八女福島伝統的建造物群保存地区は、平成 14 年に選定され、江戸期以来の町並みの街路構成ととも

に多くの建築物が残されています。現在の八女福島は、江戸期以降の町並みの景観を色濃くとどめ

た地域です。 

○黒木伝統的建造物群保存地区は、平成 21 年に選定され、近世後期以降の居蔵造の重厚な町家が残る

とともに、矢部川の堰や、町中を流れる水路、矢部川対岸の棚田など水利にまつわる歴史的風致を

良く残し、我が国にとって価値が高い地域です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：文化庁 重要伝統的建造物群保存地区一覧 

▲伝統的建造物群保存地区の概要 
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2）伝統的建造物群保存地区を活用した取り組み 

○近年、福島地域・黒木地域の伝統的建造物を活用したまちづくり活動が行われており、八女市にお

ける関係人口を育むきっかけとなっています。 

○福島地域では、町並みを活用したイベントを毎年開催しており、また町並みの景観の再生が進むに

合わせて移住者・出店者数が増加しています。 

○黒木地域では、「黒木地区町並み保存協議会」を立ち上げ、地域活性化に取り組む動きがあります。 

【福島地域】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【黒木地域】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲伝統的建造物群保存地区を活用した取り組み 

資料：文化庁 重要伝統的建造物群保存地区一覧 
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3）歴史的文化遺産の保存・活用への取り組み 

○郷土の英雄「筑紫君磐井」がいた古墳時代に始まり、「懐良親王」「良成親王」の活躍する南北朝時

代を経て積み重ねてきた八女の歴史は、次の世代に継承していくべき大切な遺産であり、市民にと

ってかけがえのないものです。 

○筑紫君磐井と八女古墳群及び南北朝時代等の歴史的文化遺産を保存しながら活用するため、磐井の

乱 1500 年祭に向けた事業や八女古墳群の保存・整備・活用、八女市南北朝時代歴史回廊基本構想の

推進等を今後も進めていきます。 

○また、八女福島の燈籠人形や黒木笠原地区の旭座人形芝居をはじめとした、数多くの伝統文化や祭

りが今も伝承され、芸術家や作家も多数輩出しています。 

○無形民俗文化財（国、県、市）に指定された伝統文化の継承を図るため、今後も保存会等に対する

支援を行うとともに、「八女福島の燈籠人形」「旭座人形芝居」「八女津媛神社の浮立」等の後継者育

成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲岩戸山歴史文化交流館 
（常設展示室には磐井に関する資料も展示） 

▲八女福島の燈籠人形のパンフレット 

資料：八女市 HP より 

資料：八女市 HP より 
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11）都市づくりに希望することについて（前回策定時からの変化） 

①八女市の好きなところ（残して欲しいもの） 

○前回策定時（平成 17 年度）と比べて、今回は重複回答が減少しており、その中で「歴史文化」の継承

や農地や山地等の緑を残して欲しいという割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②八女市で改善して欲しいところ 

○前回策定時（平成 17 年度）と比べて、今回は重複回答が減少しており、その中で「公共交通」の改善

要望の割合は前回を上回っています。次いで多いのが前回同様「道路や歩道」の整備です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲八女市の好きなところ（残して欲しいもの）の変化 

▲八女市で改善して欲しいところの変化 
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